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ある (一定鐙,gを流れれば兜モ効になる場合はこの心配
がなくなる)∴ 既にプユ幼虫の駆除にBHCやDDT

を流すことが始められつつあるが,プユ幼虫の控息水

域が,多くは川幅や水深の小さい流れであり,水蕗上

その他人類の利用の上の問題が小さいのに対して,そ

してまた使用薬剤の絶対員も少畠ですむのに対して,

この場合は川もより大きく,また水産等の問題もはる

かに彫響するところが大きもや で,相当むずかしくな
ってくると思う.

I.それにトビケラの殺虫剤に対する抵抗性は相当大き

いようである･われJわれの教室で河村潤子氏が行った

実験(詳しく-は同氏が別に報告する)によれば.BHC

ダ イア ジノン, ピレ トリンのいずれに対しても

Hydropsychodes̀bTleVL'lineala.コガタシマトビケデ.

(材料採取の都合上本位を用いた. HydTVPsycheに

極めて近い)よわも,フナや ドジョウのほうがはるか

に弱い抵抗力を示している.‥

従ってまず, トビケラにはよく効くが;魚瑞には余

Ib効かぬrという殺虫剤を探すことが先決間超であると
思っている.- I

′
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Thewater-tunnels,wllich conductthewater

from･thedamtothepowerplant,_are･veryoften

inhabitedbyanumberofthenet･spinningcaddis-

flylarvae,thedets andcasesofwhich resist

thewaterflow,sothatthebfficiencyofthe

powerplantisreddced moreorless,sometlmes

by10to20percent.

Hereiliisdiscussedonthecontrollingmeasures

suchas:(i)scrapingoffthelarvalcases,(ii)

makit)gthetunnel-wallsmooth,(iii)makinguse

ofnaturalenemies, (iv)electricJshocking,-(V)

app7yingthepaintscontainingcuppefSuboxideto

thewall,(vi)applyingtheEinsecticides/-Th?fifth

m?asureisthe mostpromising way for the
present.

DJ'strihlltion and AIctal}olism of/P32･hbclled DFP h lJle American Cockroach,

Pel･iplaneね americana･ KisabulyATOM, TetuoSAtTO, KatsuoKANE}IrŜ‥ Tsutomll

NIS打IZAWA占ndHachiroNARUSE(LaboratoryofAppliedEntomology,Facu7fyofAgriculture,/
UniversityofNagoyaAnjo,AichiPref.).Re.ceivedDeb.il,1956.Bo砂u･Kagaku2~2,192- ･1
196,1957, (withEng一ishresllme,196).

Lト32･'ワモ斗ゴキブリにおける p321,DFPの分布と代謝につし､て 弥富畳字･斉藤哲夫･兼久塀
ノ夫 ･西沢務･成淑八郎 (名古屋大学 員学部 苦虫学教室)31,12.21受理

I /
春 川 忠 昔 先 生 の せ 稀 を 衷 心 よ り祝 福 申 上 げ′るi

P32捺誠 DFPをワモンゴキプ)),に塗布して,各組抱への移行分布と代謝について調べた.作用点

と'考えら-れる中枢神経系に到達するJDFP の虫は極めて少畠で･消化管並qEにマ!レピギー氏皆に比 ･

故的多量に認められた･/DFPの分解生成物は明らかに消化管内及EF筋肉に存在する.
/

殺虫剤が昆虫体内でどのように移行分布し,且どの ■andMcNamlura勺は家兎に注射したDFPの休内移行
∫

ように代謝されるかを知ることは,殺虫剤の作用践偶 について,FernandoelalOは parathionや TEPP

を究明する上に革めて必要なことである. JandorE のワモンゴキプ')の休内における分布を報告した.我 .
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防 虫 科 学 茄 22 巻-I

々は parathion その他の石段坊殺虫剤の作用践桟を

生化学的に研死しているが, ここでは P32で招魂し

た｡FP(P32-1abelled･diisopropy]叫orophospllalte)

を逸布して,中毒症状を発現したワモンゴキプ.リの,

体内における DFP の移行分布,迎びに代謝につい

て行った実験結果を報告する.一

本文に入るに先立ち寄稿の殿会を与えられた円由俊

郎教授に深謝の意を末する.またこの実験に種々助力

を茅軌､た故小杯ふじ子娘に感謝の志を持げる次第であ

る.

実 験 材 料

供試したワモンゴキプ))は永年碇京大学良学部告虫

学研究室において飼育された系統を諮り受け,,1953年

より当教室の250恒温室内でマウス用固形飼料MC5

(オ.)LJンタル酵母工業株式会社製)と蒸溜水とを与

えて連続知育したものである.実験には雌雄ともに羽

化後約30日を経過した個体を,300恒温宝内で24時

問詰潜水のみを与えて空腹にして用いた.供試虫の平

均体式は雌では約 1.5g,碓やは 1.1gであった.

P32標識の,DFPは The.Rad王ocllem王caICcD.tre,

,Amersham,Englandで製造されたもので,2.3mc/

0･436g.(1956年6月28日)の比放射臆を有するものを

班用した. I

実験方法及び結果

A･ 独布した DFPの組概への移行 :供試虫は辺

を半ば切り取り,軽く炭酸ガスで麻酔して,符5-6環

節の脱却背板中央部に1頭当り200Yの P32-DFPを

独布し･ これを 15×17×13cm の角型ガラ.ス容矧こ

入れ 金網の蓋を施して, 300恒温宝に収容し,

DFPによる中詩症状の発現をL結った･英剤処理し_Iこ

個体群から一定時間後に任意に1銃砲取り出し,各組

抱を丁野郎こ摘出し,そのままガイガーカウンターlにJ:
って常法に従い放射詑を測定し,姓布したDFPの各

組織への移行を調べた.その結果は節1表の如くであ
る.

ワモンゴキプ,')の体表にDFPを姓布してから時間

の経過すると柑こ作内の各組鰍 こおける放射経は急速

に岬大する.申喜びによる粥懲及び倒伏症状の発現する
矧 こは,各組矧 こ終司に到達する共立の大半が斑に到

達していることが認められる.この実験ではその随の

軌跡 こついて放射誰を測定したので,.紐践自身による

放射線の吸収が考えられるから,第1宏の故地によっ

て各紐mrlfJの放射托虫の比較は困難である.

Tab]e1.Radioactivitiesinthetissuesofthe

American cockroacIlaftertopicalapplication
with P32-labelledDFP.

TimeaEte,I I Countsper.min･
per.roach

(TLi-i-:)1一十 J---∫-:Aq lheadT.erT･'GutmCuo,xcatle
treatmentlSymptom

次に炎剤処理した佃体刑から興額,倒伏亘['-.ぴに症轡

麻酔の3つの内型的中諸症状を現した胴体各10i流を選

び出し,1/15MB 焚校貯披 (pH 7.3)巾で解剖し,
汚染しないように注意し乍ら,各組織を矧 tlL,各々

10旧体分のIm椴を災めて,それぞれPottcr･EIvchjem

のガラス製ホモ.ゲナイザ一により2･5ccの1/15M輯

取扱街液を加えてよく贋挿した. このkl粒懸濁枚を

0･5cc宛2回取り.1つは放射詑測定Ff]試料皿 (荏

2.4cm,吉古さ0.65cm)に移し,赤外紋ランプを以て

よく乾燥させ,T3法により放射詑測定を行った.他の

1つは 25ccの取立ケールダール分解掛 こ入れ,杭敬

と硫想銅+琉歌カ.)(1:9)抱合物を加えて加熱分析

し,ケルダ-_ルネスラー法により全窒素を比色定立し
た.一方同様に空似状態にしたワモンゴキプl)につい

て各組純を丁寧に杭出し,同じく全窒累丑を測定し,

この宝窮虫より各組織全肘 こ相当する放射純を推定し

Table2･ Radioactiv王ties王nthetissuesoftheAmericancockroachpoispnedbyP32-1abellcdDFP･

Countspermin.pertotalnitrogenmg
Symptoms

Brain Toe:ze Fgte Kitd flgiuntd Matpuigehsian mCuosxca.le Rep,ryo,FeuStive

Agitation
Prostration
Convdsion

170 165 334 ･256 205 201 165 107
367 296 734 L637 .724 379 189 178
391 157 452 . 712 2016 394 ユ59 184

Agitation
Prostration
Convulsion

167 153 344
351. 270 338
745 330 499

287 342 791
199 313 415
575 3252 425

78 102
72 91
120 127

193
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た.各組桟の中位全窒宗玉虫当りの放射Llnを去示すれ

ば第2表の如くである.

この場合全窒素畠に対する債を衣示したのは,紐鼠

が小さくてその藍屋測定は附随する水分等によって誤

差が非常に大きいためと,DFP と酵素との開院を考

察したいためである.表によって明らかな通り消化管

･)Tl7_ぴにその附属器であるマ ルビギー氏管に多星の

DFPの移行するてとが認められる.中毒症状の末期

の盛挙麻酔状態に於ては特に後脳に多良の放射誰が見

られた.

6..DFPの代謝 :ー倒伏症状を忌するワモンゴキ

ブリの各組織における主 として酢某蛋白に結合した

DFPO嚢を知るために,先に述べた懸濁液を用いて

WinteringIはmetall) の方法に準じて分劉を行った.

その癌栗は第3表の如くである..

何れの組織に放てもノp32放射維丘の約 10%が蛋白

分割言分に分かれている.即ち倒伏症状のワモンゴキ

プ･)に放てDFPが酵素蛋白と結合して酵素阻苔に有

､効に作用している畠は,各組鰍 こ存在する DFPの屋

の約 10% あるいはそれ以下であると考えられる.

次に倒伏症状を里するワモンゴキプ.)の各組続の贋

砕波を山etcalfandMa'rch3)の方法に準じてクロマトl
グラフィ-にようて分離し,その放射経を調べた.即

ー
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TabTe3. DistributionsofDFPanditsmeta一

bolites in prostrated ATher王can cockroach

topicallyappliedwith P32-labelledDFP/

ちシ1)コ.ン処理を施した2×40cm の東洋折紙 No･51

の原点に先に述べた紐紐懸濁液を附け,アル占-ルナ

クロロホルム+水 (10:10:.6)上層紋で約 30cm 展

開したものを,1つは 1cm 宛切り取りガイガーカウ

ンターで放射詑を測定し, 1つは-Ⅹ緑乾板にそのラ

ジオオートグラフを掠った.

第1図は実験に用いたDFP並びに紐綴磨砕波を,

シT)コン処理逆附クロマトグラフィーで分離し,放射

能を測定した結果である.DFPはRf0.98のスポッ

トとして現われる.原点に現われたスポットはDFP

の分解物 diisopropylphosphoricacidであもこと

0

0

1

p
u
ouas
la

dslunOU

O .乞 .4 .6 .8 1.0
Rf

Fig.1. ChromatogramgoftissuebreiofprostratedAmericancockroachtopicallytreated
with200rOfP32-labelledDFP.
A:DFP, B:head, C:nervecord, D:gut, E:coxalmuscle. /
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は第2図に示した塩酸加水分節物のラジオオートグラ

ムが軌点に現われることから批超される.第1図の結

果と同じく, クロマトグラフィー に戯ても大部分の

DFPはそのままの形で分灘されている.なお消化皆

や筋肉では分解生成物と考えらjLるものもかなり多く

発見される.更に Rf0.4のところに比較的明瞭なス

ポットの存在が認められるが,この代謝物質が何であ

るかに現在のところ不明である.

A

a

C

E

F

Fjg･2･ Radio'lutOgraPhsofsiliconimpl･egnated

chromatogramsofDFPandtissuebreioFthe

prostratedAmericancockroachtopicallytreated
with200yofP3211abeIledDFP.

A‥DFP, B-DFPllydro!yzed, C=gut,
D:head, EIcoxalmuscle, F:nervccord.

考 察

以上の実験結果から,ワモンゴキプl)の脱却背板に

鞄布したDFPは急速に休灼各組鰍 こ移行し.特に消

化管tlf'-_ぴにマルヒギー氏管に多･1主に分布し,死亡時期

に近づ■,､た中毒宋周の痩密林離状腰に於ては後腹に特

に額著に存在することが認められた.この実験紡栗は

FernanくloeEal7'が parathionや TEPP を班用して,

Ffl枢p臓 にはそれ等の存在を秘めて少ITiLか認めず,

消化皆に多左巨に移行することを報岱･しているのと一致

するが,彼等の報告では消化㌍!,;のうち特に前脳に特異

l'l'gに多いのに対して,本父験では消化仏;の何れの部分

にも多JI誌の DFPが存在している. この差異は彼等は

供試昆山の課税に処理したのに対し,我々は腹部背板

に処理した為に起ったのかも分らない.或は供試炎剤

の化学的LUt質の抑迎によるものか,この点はInらかで

ない･何れにしてもDFPの均合も主な作用点と考え

られる中枢神経に分布存在する矧 ま極めて少いと云え

る.今これらのinを更にはっきりさせる為に第2表に

示した†舶 〉ら各組鞍の全窒素虫をもとにして1敢当り

の各紙掛 こ分布するDFPのii-を計許すると第4兵の

如くになる.

Fig.3. Distributionpattel･nSOfP32-labe日ed
DFPintlleITeadsofAmericancockroach.

A.I.:radioactiveDFPanditsmetabolites,

An:antenna,Br:brain,E.compoundeye,

Fb:fatbodies,Ph:pharynx.

l
Tab一e4･ DistributionofDFPinthetissuesoftheAmericancockroachaftertopical

applicationoE200yotP32-1abeHedDFPtotheabdoTninaldorsalplate.

AmountsofDFP(y)

Brain T.e;CvLe Fgourte 禁 ;I HgiLFtd Ma悪 ian Sou:≡te Reproductive･ SyStem

0.03 0.15 0.67 0.50 0.88 0.66 2.57 0.05
0.06 0.28 1.49 1.24 3.11 0.12 2.94 0.08
0.07 0.15 0.91 1.38 8.66 0.13 2.47 0.09

Symptoms

Agitation
ProstraLion
Convulsion

Agitation
ProstratioII
CoI⊃Vulsion

0.03 0.13 1.09
0.05 0.23 1.07
0.11 0.28 1.57

0.59 375 0.21
0.41 3.43 0.ll
119 35.66 0.ll

1.25 0.87
1.15 0.81
1.92 1.09
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ワモン-1キプ')の蛾では水剤処理D約1時間後に.

粒では約3時間後に,その半数が田伏するが,その時

には塗布した 200Yの DFPのうち抜か.0.1% 内外

が中枢神経系に到達しているに過ぎない.しかもこれ

が有効に作用するのはコリンエステラーゼの如き酵累

蛋白に結合したものであるとすると,先に節3裳に示

した如く,その虫は更にこの 10% あるいはそれ以下

である.このqiから生体内に放て突忠に有効に作用し

ている薬包が如何に少丑であるかは想像に難くない.

さてそれではDFPが紅似内に放てどのように移行

分布しているかを見るために.P33標識 DFPで処理

したワランゴキプ.)の紐抱を雄貼ミクロト-ムを用い
て約 30FLの厚さに切り,切片を田ちにカバーグラス

に貼り付け,スト.)ツプ用乾板を用いてラジオオーlト

グラフを作成した.

頭部の切片を調べると;DFPが大動脈開口部より

流出した血攻によって運ばれて,脳の下粥から疹透し .

つつあることが明らか時うかがわれる･･DFP,para･

thion, TEPP 等が血紋によって運搬されることは

Jandorfみ並びにFcrnandoeEall'の結果とも一致する.

殺虫剤の作用機梢を考究するに当っては,血紋による

炎剤の運搬を考慮に入れる必要がある.

要 約･､

･1･ P3!埼識 DFPを用いてワモン3'キプ')の休内

に放けるその移行分布及び代謝を調べた.
∫

2. DFP が主たる作用点と考えられる中枢神慮に

到達する虫は極めて少虫であり,消化管並びにマルビ

ギー氏皆に比較的多虫の放射舵が見出された.

3･ 各組抱に存在するDFPの 10%.内外が酵素蛋

白と結合して野菜阻害或は生理阻熟 こ有効に作用して

いるようである.

蔚 22 巻-Ⅰ

-4. 消化管並びに筋肉にDFPの分解生成物が明ら

かに存在することが認められた.

5. 独布処理したDFPは体内に入り;血枚によっ

て逆出される.

文 献

1) Fernando,甲･E･,C･C･RoanandC･W･Kearns:
Am Entomol.Soc.Am.44,551(1951).

2) Jandorf,B.J. land P.D.McNamura:J･

3) Metcalf,R.L and R･B･March:Science

l17,527(1953).

4) Winterin払左m,F.P.W.,P.M.Bridgesand

G.C.Hellyer:Biochem.J.59,ノ13(1955).

R長和m6

ThedistributionandmetabolismofDFPinthe

Americancockroach･topica11ytreatedwirh200yof

P32-label一edDFPwerestudied.

VerysmallamountsofDFPwerefotlndinthe

centralnervoussystems,andcomparative一ylarge

amountswerefoundinthedigestivesystemsand

Malpighiantubes･Intheexperimentswithalcohoト

formicacidfractionation,onlyabout10percent

ofthe totalamounts ofDFP in thetissues

were acid-solublephospllOrylated compounds･

otherswerenotincorporatedintotlleacidsoluble

compounds･MetabolitesofDFP wereobserved

inthedigestivesystemsandcoxalmuscles･Itis

consideredthattopicallytreatedDFP penetrates

intotIlebodyoftileAmericancockroacll,andthen

itistransported･tothetisslleSbytheblood･

IEffectofBIIC Applied inWaterOEPaddyFieldAgainsttheRiceStem Borer,Chilo

Suメ少ressalisWalker. Katsutaro OJEA芳AEl, Mlnoru KtKt:CIII, and.Kats110 FUFAliASAl-A

(MiyagiAgriculturalCollege,Sendai).ReceivedDec.31,1956.Botyu･Kagaku22,196-199,1957,

(with Englishr色sum色,199).

33･ 水田の澄渡水に施用した BIIC対のニカメイチユウに対する防除効果につし､て 岡崎

勝太郎 ･菊地実 ･船迫肪刃 (宮城県凸業態期大学)31.12.31受理＼

謹 ん で 泰 川 忠 官 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

ニカメイチユウの節1化ml防除用として撒布きれた薬剤の中の水面に落TILI=薬剤 が防除効架に役

立つか石かを知るために,薬剤が和の茎矧こiEi一接かゝらない様に BHC乳剤を水田ft硫下し,その

防除効果について検討した. ＼

ニカメイチユクの窮1化糊防除をEI的として稲に非 者のひとしく認める所であるが,E3林省九州出業試験

剤撒布を行った場合,撒布された薬剤の中の相当釦 ,' 場の調査によると,紙剤の場合(,ま第1化軌こ55,%,

田面或は水面に落下する1-tl峡 は,実際に轍作を行った 節2化糊に47.4%,粉剤の勘合は節2化卿 こ32.2%
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